
田宮さん（平成29年度生）㈱斎藤農機製作所

板金加工や機械加工など、センターで身に付けた技
能の多くが仕事をする上で役に立っていると感じて
います。（工場板金分野）

池田さん（令和元年度生）㈱上林鉄工所

半自動溶接やロボット溶接を担当しています。セン
ターで学んだ知識と技能がとても役立っています。

（製缶分野）

成田さん（平成30年度生）㈱トガシ技研

他業種からの転職でしたが、センターで製造の基礎
を学んだおかげで入社初年度からスムーズに業務を
進めることができました。（機械加工分野）

板金加工実習 測定実習

1. 板金（塑性加工）
①基礎的な板金作業（展開板取り、手

板金・機械板金加工、プレス機械操
作）ができる。

②JIS規格に則した一般的な図面作成
ができる。

③2次元CADの基本操作ができる。
④プラズマ切断機（CAD/CAM）の

基本操作ができる。

2. 溶　接
①各種溶接機（被覆アーク、半自動、

TIG）の操作及び保守ができる。
②材料や溶接部の形状に適した溶接法

及び溶接条件の選定ができる。
③ガス溶接及びガス切断器具の取扱い

ができる。
④電動工具・手工具・保護具の取扱い

ができる。

3. 機械加工
①普通旋盤・フライス盤の正しい操作

及び保守ができる。
②旋盤及びフライス盤により技能検定

3級程度の切削加工ができる。

溶接部

溶接部

基本訓練
（４月～ 12月中旬：約９ヶ月）

　金属材料を圧縮、引張り、せん断、曲げなどを行い
加工することを総称して塑性加工といいます。板金材
料の特性を理解するとともに、塑性加工に関する様々
な加工法を学びます。

基本訓練実習内容と風景

板金（塑性加工）

被覆アーク溶接実習 TIG溶接実習

　金属を溶かして接合する技術が溶接です。様々な材
料の溶接に対応できるよう各種の溶接機による溶接技
能を学び、JIS検定基本級に合格できる技能を習得しま
す。

溶　接

フライス盤加工実習旋盤加工実習

　金属を自在に削る工作機械である汎用旋盤とフライ
ス盤の操作方法を学びます。

機械加工

総合実習（製品の設計・製作）
　形状･材料・加工法等を自ら決めて設計し、製品を製
作します。

総合実習（3次元CAD操作実習）
　3次元CADに関する基本的な操作技術を習得します。

専門別訓練実習内容と作品

板金（塑性加工）

総合実習（製缶作業）
　工作図 （設備等の図
面） を 基 に、構 造 物 を
製作するための技能を
習得します。

総合実習（配管溶接）
　ステンレス配管に必
要な特殊溶接技能(TIG
溶接のローリング法 ) 
を習得します。

溶　接

旋盤加工実習
　技能検定 2 級課題の
加工や、治具や工具を
用 い た 加 工 法、ま た、
就職先で求められる基
礎的な加工技術を習得
します。

機械加工

1.板金（塑性加工）
①工場板金で、技能検定2級程度の機

械板金作業ができる。
②３次元CADによる部品形状の作成

と基本的な２次元図面化及び組立形
状の作成ができる。

③基本的な板金加工製品の設計及び製
作ができる。

3.機械加工
①機械製図（JIS B 0001:2019）の規格

に則した基本的な図面作成ができる。
②３次元CADによる部品形状の作成と

基本的な２次元図面化及び組立形状
の作成ができる。

③旋盤及びフライス盤により技能検定2
級程度の切削加工ができる。

2. 溶　接
①図面を見て、技能検定２級程度の構

造物鉄工作業ができる。
②配管の全周溶接など専門的な溶接技

能ができる。
③溶接技能者評価試験（専門級）程度

の溶接ができる。

専門別訓練
（12月中旬～ 3月：約3ヶ月）

就職先分野

実習内容目指す将来像
訓練内容と就職先
　金属技術科は、基本訓練（板金、溶接、機械加工の各訓練）を 4 月～ 12 月中旬（約 9 ヶ月）に行い、これら
の技術・技能を使って「ものづくり」ができる人材になることを目指します。さらに選択制の専門別訓練（板
金、溶接、機械加工の中から選択した訓練）を 12 月中旬～ 3 月（約 3 ヶ月）に行い、各選択分野において専
門性の高い技術力・技能力を身に付けた人材になることを目指します。

修了生の声

工場板金

製　缶
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